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学会総会開催の経緯

司会 昨年10月31日から11月2日まで、第43

回日本公衆衛生学会総会を開催して、約4000

人の方々に全国から集まっていただいたわけ

ですが、大阪で開催することが決定して、準

備段階から学会総会当のの運営まで、本日お

集まりいただいた皆様方が、会場長として御

活躍いただいたということで、その時の裏話

や苦労話をざっくばらんによろしくお聞かせ

願いたいと思います。
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久保田 まず、大阪で開催するに至った経緯

から話しますと、数年来からそういう話はあ

ったんですが、たまさか58年に近畿の学会を

府が担当した経緯からも府が引き受けること

になったんじゃないか。また、前杉山衛生部

長の時からそういう動きがありました。その

後、 58年6月頃部長のもとへ学会本部の須川

理事長が来られて、大阪で学会を開催 しては

どうかという話がありました。その時は北田

部長も、政令市や大学の先生方とも相談の必

要があるので検討させて欲しいということで

話をおいたようです。そして、どこが中心と



なって検討するのかという点で、公衆衛生学

会ということから、近畿の学会を経験してい

る公衆衛生課（現地域保健課）の矢内課長へ

特命事項として話があり、それが我々担当者

レベルまで降りてきたわけです。

そして、部長や矢内課長と話を進めた中で、

大阪で引き受けるかということを、また、ど

ういう形で引き受けるかを考える場合、公衆

衛生学会という性格から、在阪大学の公衆衛

生学の先生方の御意見を聞かないといけない。

当然、府、政令市の行政レベルの人も入って、

どういう形で進めるのか決めておかないとい

,tない。それと併せて、大阪出身の公衆衛生

学会の会員で、かつ評議員になっている方々

の意見も聞こうということで、根回し的な会

をもとうということになりました。そして、

7月に在阪の先生方に集まっていただいたり、

また、学会の評議員の方に集まっていただい

たりして、意見を拝聴しました。

「大阪方式」の検討

また、大阪が引き受けるならどうしたらよ

いかということも、併せて考えておかなけれ

ばいけないということになり、大阪なりの学

会というものを進めるにはどうしたらいいの

かということで議論になったのは、矢内課長

の発案で、街頭演説的な、あっちこっちで演

者が立ってワイワイガヤガヤ発表していて、

あの話が聞きたいと思ったらそこへ行くとい

うような方式はどうか。口演一辺倒でやるん

ではなしに、発表者と直接話ができる、聞け

るというような方法もとるべきではないかと

いう話もできました。そうして、在阪の先生

方の意見を聞きつつ出て来たのが「示説」と

いう方法です。矢内発案とは若干違ったけれ

ども、「示説」いわゆる「壁発表方式」も一つ

の方法であるということで、そうした場合に

どうなるか考えました。

そういう方法論を考える中で、もう一つ学

会の理事長から、今後の日本公衆衛生学会が

いずれの都市においてもできるように大阪で

も検討して欲しいという課題が与えられてい

ました。第42回に、本部が主体となって神奈

川県でやられた学会が、どこの都市でもでき

る学会ということで、まず手掛けられたとい

いうことを聞いており、それを受けて大阪で

もということでしたが、第42回は、全面委託

方式で、従来のように全て行政が学会を運営

しているのではなく、学会を学会の会員によ

って運営できないか、そのためにはやはり、

人手等の確保の関係からすると、学会の開催

業者というようなものに全面委託したほうが

よいということで、第42回は全面委託方式で

やられたようです。

大阪の場合も、全面委託にするのか、その

辺の議論も併せて、まずどこの都市でも行な

えるということを考えると、経費の問題が出

てくる。もう一つは会場の問題。数多くの会

場がどこの都市にもあるわけではないし、会

場数を滅らす方法を考えるべきではないかと

いうこともある。また、当然運営としては、

従来から行われてきた、行政が主1本ではなく、

公衆衛生学会というものを学者なり、民間な

りの行政から離れた組織で行うべきではない

かという 3つくらいの点にしぼって、どこの

都市でも開催できるようなものを考えようと

いうことが、大阪開催の一つのテーマであっ

たわけです。そうしたこともふまえて、在阪

の先生方に意見を聞くというふうなことで進

めて行きました。

先に話したように、会場数をいかに少なく

するかという点では、示説方式がよいのでは

ないか、また、開催を行政主体から、民間レ

ベルのものに変えるとすれば、事務局を別の

組織により運営し、経費的な面は、経営努力

でまかなうということで意見も煮詰まり、大

阪でやろうとまとまりました。

そして、 58年の横浜の学会においては、学

会長までは選出できなかったけれども、一応
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大阪での開催を後の理事会に一任するという

ことで、総会で承認されました。それ以後は、

学会長をどなたにするか、事務局をどこに持

っていくかということを詰めていきました。

我々行政の人間と大学の先生方との間で詰め

ていく関係からすると、大阪には府、 3政令

市それから大学関係の先生方等公衆衛生に従

事する者の集まる団体である、大阪公衆衛生

協会がある。そこに事務局をお願いしてはど

うか。また、お願いする限りは、その組織で

運営するということで、学会長には大阪公衆

衛生協会の会長をあててはどうか。副学会長

も協会の副会長をあてればいいのではないか。

以上のような意見にまとまり、大阪公衆衛

生協会の常務理事会にはかり、また、理事会

にはかり、御承認をいただいて、学会におけ

る会長が決定しました。これを受けて、 59年

1月の学会の理事会において了承され、以後

数回にわたり、運営を進める上での組織づく

りをどうするか詰めていきました。

そして、学会の運営協譲会なり実行委員会

なり、委員の先生方の選出をどうするかとい

うことを59年の 1月から 2月の短期間で決め

ていき、後は、開催までに細かい詰めをして

いきました。以上が、大阪で学会を開催する

にいたった経緯です。

民間主導の「大阪方式」

司会 いよいよ大阪でやるということが決定

した段階で、関係者の方々に横浜の学会に行

っていただいたわけですが、それをおおいに

参考にして大阪でのやり方を具体的に検討さ

れたことと思いますが。

久保田 受ける段階になって、大阪流の開催

をしようということになったが、まず日本公

衆衛生学会とはどういうものなのかが全然つ

かめなかったので、以前に府で開催した近畿

の学会、これを大きくしたものかと思ってい

ました。ところが驚いたことに付随行事がけ
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っこうあって、例えば、全国衛生部長会・イ呆

健所長会など9~10の付随行事が付いてくる。

大変な行事である。これがあるからどこの都

市でも二の足を踏むんだと思いました。そこ

で、一体どんな行事があるのかということを

聞こうと、第41回の福岡県へ問い合わせたら、

担当者が全部変わっていて福岡方式がつかめ

なかった。第42回の横浜は、県が受けたので

はなく、学会自身が受けたので、参考にしに

くい。聞く相手がいない。事務的な細かい点

は分かっても、運営方法をどうしていくかが

分からない。まして、過去に行政主導ではな

く、民間主導で世話をしたことがあったか捜

したが見つからない。過去は全て県の中に事

務局を置いてやっでいることから、大阪にお

いて民間で事務局を運営する場合の参考にで

きるものが何もなかったということが非常に

不安でした。

しかし、事務局となった大阪公衆衛生協会

が、以前から大学の先生方とのつなぎの役目

を果たしていただいていた関係から、先生方

とのつぎあいがスムーズにいったということ

では助かった面があり、大阪での学会開催が、

他でやられた学会とはちょっと違う点だと思

います。

司会 今言われたように、事務局を大阪公衆

衛生協会に置きましたので、大学の先生方は

既に協会の役員さんで従来からつながりがあ

りましたから、非常に助かったんではないか

と思います。

そして、そこからいろいろな業務を進めて

いったわけですが、その中で全くの裏方さん

の裏方さんをやっていただいた永橋さんに、

どんなことで一番苦労されたか伺いたいので

すが。

裏方としての苦労

永橋 まず、学会とは何をするのか分からな

かったんですね。総会が、分科会が、付随行



事が、そして自由集会が、それぞれ何をどう

するのか、抄録はどのように作成するのかな

ど、何も知らないまま横浜の第43回学会総会

を見に行ったにもかかわらず学会のイメー

ジすらつかめなかったんです。しかし、開催

まで約一年ですから会場の確保だけは急務だ

と聞きましたので、取り合えず、会場捜しに

大阪市内を歩き回ったんですが、「申し込みは、

2か月前からで、来年のことを今から約束は

出来ません」とか、「 6か月前から受付します

す」などと言われ、会場確保一つにしても思

うようには進みませんでした。

また、中身（プログラム）が決まっていな

いので会場数が分からない、無やみやたらと

予約をしても中身が決定した時点でキャンセ

ル料を取られるかもしれない等で支出額がつ

かめない、参加人数がつかめないので収入額

がつかめないでは、予算書を書くこともでき

ない、ないないずくしのまま、いわゆる「ど

んぶり勘定」でスタートしたんです。それで

も、大阪府、大阪市、堺市、東大阪市の分担

金を要求するのに予算書が必要でしたから、

福岡あるいは名古屋のものを参考にして作っ

たのですが、実際のところ補正の繰り返しで

した。たまたま、若干の黒字が出たからよか

ったのですが、これは野球と一緒であくまで

やってみないと分からない。だから、接待だ

といって夜飲み歩いた分まで払わされたらか

なわんと思いましたね。それに、各付随行事

の懇親会をこちらの案にそわないということ

で経費負担しなかったのですが、もしこちら

の案で実施して、その経費を負担していれば

当然パンクしていただろうと思います。

司会 一番肝心なことですね。もし、赤字が

出た場合に誰が補填するかということになる

と大きな問題ですね。張先生が、久保田係長

を「鬼軍曹」と言われたように、学会の打ち

合わせで6時、 7時になっても一切お茶しか

出さなかったですからね。

久保田 公衆衛生学会というのは、行政主導

でやらざるをえない面もあります。というの

は、横浜のときでも大阪の場合でも学会に参

加するメンバーのほとんどが行政の人間であ

る。保健所や研究所などに勤めている人がほ

とんどで、あと大学の研究生という程度でど

うしても行政に勤めている人間の研究発表の

場になってしまいますね。だから、行政が主

で大学に助けていただく形にならざるをえな

いと思います。

司会 医学関係なら、協賛するところもあっ

ちこっちからたくさんあるが、これがないと

金策の面で大変だったんではないでしょうか。

久保田 行政が事務局となってやるからおお

っぴらに出せないし、協賛・ 援助金として受

けることができない。しかし、大阪の場合、

民間主導でやったから広告まで出せたけれど、

事務局も府というようなはっきりした位耀付

けでやっていたら、広告そのものもだめだっ

たでしょう。

司会 府の立場はお聞きしましたが、大阪市

のほうで記憶に残っていることは。

中山 実際に関与したのは、大阪府の職員会

館でやった打ち合わせ会議からでしたが、す

ごく寒かったのと、腹はへるのに食べ物はな

いし、お茶一杯しか出なかったことを思い出

しますね。 （笑）

司会 開催の日を決めてから、行事の順番を

どうするかが議論になったようですが。

中山 総会を前にもっていくか後にもってい

くか、人をいかに集めるかで議論となり、総

会がメインなのだが、「後にしたら皆帰ってし

まうで」とか、「前にしたら来んやろか」とか

という意見が出ていました。

久保田 真ん中に総会をもってくると分科会

会場が 1日飛んでしまうので、経費面でも配

線なんかの関係でも都合が悪い。結局そうい

うことで、総会を一番初めにして、それから

分科会という順番に落ち着きました。また、

初めは分科会の会場を市内あちらこちらに分

散して、と考えていましたが、先生方の意見
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が、多少狭くてもいいから 2、3分で移動で

きるところを考えた方がいいということから、

全部キャンセルして、もう一度会場を捜しま

したね。

演題の募集から抄録集の発送まで

司会 学会開催までの手続き事務で何が一番

苦労しましたか。

久保田 一番大変だったのは演題の募集で、

募集期日を決めているのにその期日を守って

くれない。また、抄録の原稿そのものも期日

までに集まらない。これは当り前のことです

けれど募集の期日はきっちり守ってもらいた

ぃ。そうでないと事務局として仕事が前に進

まないでイライラするばかりなんです。

永橋 期日を守ってくれたのは 5割。あとの

5割は何らかのかたちで期日に遅れました。

要領のいいのは、電話で何題申し込むから枠

だけとっておいてくれと、あとの詳細な資料

は全然ないわけで、こちらとしては次に進め

ることができませんでした。また、締め切り

日の前後 3日くらいになるとどさっと申し込

みが来るんです。ですから平野さんに演題を

書き並べてもらったときに、最初の頃は暇そ

うにやってたんですが、期日が近づくにつれ

てだんだん顔色が変わってきましたね。締め

切り日をはさんで 4、 5日が一番しんどかっ

たんと違うかな、平野さんは。

平野 そうですね。 10や20と違う、 50も60も

いっぺんに来る。だんだん手はいたくなるし、

悲壮でしたね。決死の覚悟というか、期限に

おくれないようにとか思って。だから、ずい

ぶん後になって送ってくる人なんかがいて、

腹がたちましたね。だいたい演題を送って来

た方の名前とか所属なんか覚えてしまいまし

たね。総会の当日に受付で知っている名前を

見つけて、あ、この人こんな顔だったのかと

感心したりして。 （笑）

永橋 これまでの学会なら、演題だけを申し
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込んでおいて、内容はあとで考えることがで

きましたが、今回の大阪の場合は、申し込み

の葉書に内容の要約を 200字程度のもので書

いてもらいましたので内容が固まっていない

と申し込むことができない。にもかかわらず

申し込んで来る。

期日を守った人は、自分は所定の手続きを

してもらえるという安心惑があるわけですね。

ところが期日に遅れた人は、葉書が着くか着

かんかの間に、「自分のは採用されましたか」

というような問合わせが殺到したんです。自

分が期日に遅れていることがわかっています

からね。それがその時点で一番困ったことで、

1か月近くズルズルと遅れていった原因はそ

こにあったと思います。

司会 大阪府下の人はどうでしたか。

永橋 駆け込みは多かったんですがまあまあ

というところです。ただ、大阪の人で葉書で

なくて別の紙で申し込んでくる人がいたんで

す。そうすると数が数だけにわからんように

なるんです。やはり所定の用紙に書くという

ことを守って欲しいですね。

久保田 基本論が分かっていなくて、「日本公

衆衛生学会の会員でないと発表できないのは

なんでや」と大分食い下がってきた人もいま

した。日本公衆衛生学会がどういうものであ

るかという認識不足がありますね。日本公衆

衛生学会というのは単なる発表の場で、自分

たちがこの会を育てていくという意識が欠け

ているようですね。これを読まれて、いやし

くも大阪公衆衛生協会の会員たるものが学会

に参加するときは、「決められたルールくらい

は守ったろか」と。「大阪では苦労しはってん

な」ということが分かってもらえたらいいん

じゃないかと思いますね。

司会 会費を払わなかった人なんかはいませ

んでしたか。

永橋 あったあった。それで、督促を山ほど

しました。

川崎 督促して払ってくれましたか。



永橋 最終的には全員払ってくれました。地

元の人は意外に金の払いがものすごくあとに

なるんです。

司会 抄録関係ではどうでしたか。

久保田 いいかげんな原稿もありました。こ

れは下書きかいなというのがあって、失礼や

けれども発表者に問合わせをしないとしょう

がないし。

金谷 そういうのはどう処理したんですか。

永橋 原稿のまま写真製版するからというこ

とでもう 1度書ぎ直してもらいました。募集

要綱には写真製版することは説明してあった

のですが、それでも、原稿さえ出せばタイプ

印刷してもらえると思っている人が多かった。

それからワープロ打ちの原稿があったんで

すが、原稿のとぎはぎれいなのですが、写真

にとって縮小をかけると見にくくなるんです。

今のワープロの性能では使用しない方がいい

ですね。

久保田 それから応募してぎた原稿を、「学会

員個人の資格として発表する」という学会の

趣旨に照らしてチェックしていぎました。何

々保健所とか何々会一同とか趣旨に合わない

ものを全部削った。

永橋 私は申し込み者が学会員であるかどう

か確認するために東京の学会事務局まで出向

ぎました。そこでチェックして学会員でない

人の名前を消していったんですが、連絡ミス

か何かで、いざ本がでぎてしまってから、「お

れは学会員やのに名前を削られた」というの

があって。それでおわびをしまして。

川崎 あれだけの数をいちいちチェックする

のはおそろしい作業ですね。

中島 東京の学会本部では会員名簿とかをぎ

ちっとそろえてないのですか。

永橋 カード式の名簿があるんです。

川崎 1年限りの会員というのも多いんです

か。

久保田 ほとんどがそうじゃないですか。発

表のために会員になるといった。おそらくそ

ういう人は名簿にのってないんじゃないかな。

永橋 大阪のときで会員数が5000名を越した

そうです。その前の横浜のとぎで4000名程度。

毎年何百という単位で変動するそうです。そ

れで、固定した会員が3000名くらいしかない

でしょ。大都市圏でやるとドーンと増える。

学会本部も毎年収入が上下するので予算がた

てられないと嘆いています。

久保田 それから、これも学会の趣旨として、

一人 1演題に限るというのがあり、これは運

営上のことよりも、会員の平等性を確保する

趣旨だと思うんですが、同じ人がダプッてい

るケースがありまして、それをいちいちチェ

ックしていく作業も大変でした。

中島 内容が連続している 2つの演題が一方

は口演、一方は示説に分かれたケースもあり

ましたね。

永橋 出した本人は 2つの演題が同じ内容の

ものと思っているんですが、分科会の先生は

「これは別々だからこれはこっち、これはあ

っちの分科会」と分けられたんで、演題名集

を印刷した時点で発表者から「えらい分かれ

てるやないか」とクレームがついて。「あんま

り関連性がありませんので」と返答したら「あ

んたらに分かるか」ということでえらい怒ら

れました。

久保田 発表の順番でもそういうことがあり

ましたね。この発表を先にしないと後の発表

が生ぎてこないと。当日そう言われて座長さ

んに振り替えてもらいました。そんなことま

でこちらでは分からないですからね。

金谷 そういった発表の順番はあらかじめ分

科会担当の先生方が調整してるんじゃないん

ですか。

久保田 順番は実行委員の先生方に割りふっ

ていただいたんです。

永橋 ですから、分科会の実行委員の先生方

はプログラム委員会のメンバーになるわけで、

そのプログラム委員会はものすごく権威があ

るはずなのに、そこで出した結論を納得して
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もらえない。

中島 何か事務局で勝手に順番をつけたよう

に思っている。 （笑）

久保田 大阪で助かったのは、いろいろ問題

が起こったとき先生方が電話で説明されて、

発表者も納得するということで、これは大阪

ならではの特長でしょうね。大阪だからこそ

そういう形がとれたのであって、そうできな

い府県では全て事務局で対処すべき仕事だっ

たのかもしれませんね。

永橋 本来なら、東京の学会本部で固定した

プログラム委員会を設けて、どこでやろうと

演題が集まった時点でその委員会で結論を出

す。その結論には一切クレームをつけられな

い。そういう形にすべきだと思います。

中島 その方が一貫性がありますね。選考の

仕方や割りふり方が年によって変わるという

こともなくなるし。

司会 抄録集の発送も大変だったですね。

中島 予定では 1日で済むことになっていた

んですがなかなか手間がかかり 2日かかりま

した。

永橋 今回は印刷屋さんに大分儲けさせまし

たが、発送の作業の場所を提供してもらったの

は助かりました。印刷代の中に場所代も入っ

てるのと違うかな。

中島 作業的にはけっこう場所をとりますの

でね。それと、発送で大変だったのは、発送

先の保健所なりが一体どこの府県にあるのか

がなかなか分かりにくくて。

永橋 発送してトラブルが2、 3件あったの

は、確かに発送したのに向こうに届いていな

い、また、こちらにも戻っていない。しかた

がないのでもう一度送りなおしたというのが

ありました。

久保田 そういうこともあって、抄録集は一

切当日販売にして、事前受付はしない、とい

うことにしたらどうかな。その方が手間も省

けるし、発送料などもいらないし。

中島 でも、当日までに前もって手元に欲し
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いという気持ちはあると思います。勉強熱心

な方は、事前に目を通して勉強しておきたい

でしょう。

会場の準備

司会 次に総会の準備の段階に移ります。何

か裏話でも。

永橋 舞台の配置図とか客席の配置図をもら

ってきて場面が変わるたびに舞台はこうなる

と、山ほど書きました。舞台の配置図だけで

20枚ほどありましたね。それを毎日毎日書き

直して。情けなかったよ。 （笑）

久保田 委託でどこかのテレビ局の裏方さん

に頼んだほうがよかったかな。こういうこと

をやるから組立てを考えてくれと。テレビ局

なんかきっちりやってるし、頼んだらやって

くれるよ。

永橋 今から考えたら、前日丸 1日会場を押

えて、朝にセットして昼からリハーサルをや

るべきだったと思います。

金谷 永橋さんの書いた配置図でもリハーサ

ルをして修正したら、きっちりとした絵にな

ったでしょうからね。

久保田 ぎょうぎょうしく集まって、シナリ

オのどこで電気をつけて、どこでスクリーン

を下してと、そこまできっちりする必要があ

るのかなと思うくらい下打ち合わせをしたん

ですが、ぎょうぎょうしくした割りに当日は

時間はずれこんでくるし、予定どおりいきま

せんでしたね。面くらったのは、当日行って

看板の字が間違っていて。

永橋 分科会の方の看板は確認したけれど総

会の方は確認しなかった。

中島 控え室もけっこうたくさん押さえたけ

れどあまり使いませんでしたね。

永橋 2階の端を来賓室に使ったくらいです。

総会当日

司会 それでは、総会当日の様子をどうぞ。



久保田 総会はやっぱり総会だなあと思いま

したね。玄関開けるときにズラーツと並んで

はった。あんなに集まるものとは思わなかっ

た。

中島 始めのうちはパラパラだと思っていた

のに。

久保田 私らが行ったとき、もう、ごっつい

鞄さげて来てはったもの。規定の時間がくる

までは、私らも入れさせてくれないのに。予

約が少なかったから、当日参加の人が並んで

いたのかなあ。

川崎 満員でたまげましたね。立ってる人は

いるわ、ロビーは一杯やわで。 2階も 3階も

全部うまってましたもんね。

勝田 私、受付でおこられましたわ。「一杯で

入られへん。本返すから金返せ」って。（笑）

永橋 一杯にならないと思っていたのになあ。

川崎 皆がそう言ってたから一杯になったん

ゃ。（笑）

永橋 こうしてみると、大阪は街としては大

きいけれど、こうした施設は少ないですね。

この間新装されたインテックス大阪に行った

んですが、こういうところでバサーツと示説

をしたら気持ちいいやろなと思いましたね。

中島 ちょっと交通の便が悪いですよ、あそ

こは。

司会 どうしてあれだけ当日参加者が多かっ

たんでしょうか。

久保田 やっぱり地の利じゃないかな。

永橋 それと、やはり梅枠先生の人気があっ

たようです。普段、ああいった先生のお話を

聞く機会がないから。梅棒先生の講演はあま

り公衆衛生との関連性はないでしょ。私はむ

しろそれでよかったんじゃないかと思います。

午後のフォーラムは公衆衛生一色にしたんだ

から、極端な話、午前中はやすしきよしの漫

オでもいいんじゃないかと思いますね。

久保田 梅枠先生というのは、講演の当日に

なるまで話の内容をまとめられないくらいお

忙しい方で、だから当日配付したような抄録

を作ってくださいといっても、本来なら作っ

てもらえないんです。それで、どうしたらい

いだろうということで、民博の事務局長さん

に面会の場を作ってもらい、張先生に話題を

提供していただき、それに応じて話をしてい

ただいたものをまとめて、それを事務局長さん

の承認をもらって、初めて抄録にのせること

ができたんです。

司会 総会に出られなかった人は、大阪公衆

衛生協会でまとめた「第43回日本公衆衛生学

会ダイジェスト」を買っていただければ梅悼

先生のお話の内容も詳しく分かると思います。

総会フォーラム

久保田 フォーラムは中途半端に終わったの

が残念でした。言い足りない人もいたのでは

ないかと思います。しかし、あれでもかなり

時間が食い込んでいました。前回の横浜の学

会の成果を受けて、流れを考えてやりました。

意気込みはよかったんですが、あまりに内容

が豊富すぎて中途半端になってしまったんで

すね。 1部、 2部、 3部の構成はよかったん

ですが。

中島 フォーラムはリハーサルをしてみてう

まいこといくのかなと思っていましたが、実

際やってみて心配したほどではなかったです

ね。

久保田 舞台裏にいてたのでスライドの写り

具合なんか分からなかったんですがどうでし

たか。

中島 わたしも舞台裏にいてたので。

司会 実際、裏方さんは誰も見てないのとち

がいますか。

中島 司会者が誰になるか間際まで決まらな

かったけれど、張先生がうまくやられました

ね。押しボタン式のアンケートマシンはおも

しろかったですね。数がしつくりいかなかっ

たけど。

久保田 あれは、張先生の司会の妙でおもし
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ろかった。

中島確か選択枝が 1, 2とあって、 1と2

を選んだ人をたしても元の母数に足りなかっ

たんですね。

司会抄録集の表紙の裏表を使って、会場か

らアンケートをとった試みは。

中島 会場からの参加というのは、ちょっと

したアイデアですね。ただ座って聞いている

だけ、というより。

川崎抄録をもらった人は、真っ赤な裏表紙

を見て驚いたでしょうね。

永橋 もらったほうは全然意味が分からんか

ら「何で赤いんや」と思ってたでしょうね。

久保田 その説明を張先生がされて「ああ、

なるほどな」と皆さん納得していた。

司会 最後のボッリヌス中毒の特別報告は、

大阪市環境保健局長の保川先生に座長を務め

ていただきましたが、演者が遅れてハラハラ

しましたね。お客さんは帰ってしまうし。

中島 まあ、それまでが超満員だったですか

らね。それと比べると寂しく感じただけで。

あの時間であれだけの入りだったら、成功だ

とおもいます。ただ、演題そのものが、保健

婦が聞いてどうのというものでなかったので。

分科会会場一示説一

司会 分科会の方はどうでした。

永橋 示説が一番大変だったでしょう。

久保田 示説はこまごましたことが大変でし

た。示説にした関係で顕微鏡を置いたり電気

装置を使いたいという人がいた場合配線の関

係上壁ぎわの電源から引っ張ってくるしかな

いし、経費の面でも高くつくし。それと衝立

が、もっとベニヤでしっかりしたものだと思

っていたのに、押さえたら向こうにひっくり

返りそうなものだったのは意外でした。まあ

値段も値段だったんですが。

金谷 寸法も最初予定していたものと違って

いたんじゃなかったですか。
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中島 会場はイスを入れていくと思ったより

手狭になりましたね。図で見たときはこれは

きっちりいくと思ったんですが。図で見て余

裕がありすぎるかなあというくらいの方が実

際やってみてちょうど適当なのかもしれませ

んね。

久保田 反省になりますが、 1スパンづつ離

した方がよかったかもしれませんね。もっと

も、あれだけ人が入るとは思ってなかったけ

れど。

永橋 1スパン離すわ皆目人が入れへんわで

は寒いですわ。かぜひきますよ。 （笑）

久保田 示説は会場に備えつける消耗品が結

構いりました。押しピンでも、簡単に取りは

ずしできるように、画びょうでなしにつまみ

の付いた上等なものにするとか、セロテープ

も用意せなあかん。セロテープだったら落ち

るかもしれんということでガムテープを買っ

た。当日訂正があるだろうから訂正用の紙と

かマジックとかも、置いてやらないかん。そ

れと、実行委員の先生の意見ですが、発表者

がおられないときに質問があったらいかん、

ということで質問票を作ったりして結構手間

暇かけてやった割りに実際使ったのは押しピ

ンくらいで、あとは全部そのまま残ってたり、

逆に押しピンはカラーの結構きれいなものだ

ったんで、持って帰る人がたくさんいて、ま

たあとで買い足したりしました。

永橋示説会場の消耗品だけで50万円以上か

かりました。

中島経費の節減にはなりませんね。示説方

式を採用したのは、一つには経費を押さえら

れるんではないかということもあったんです

が、終わってみるとかえって………。

久保田 しかし、示説を採用していなかった

ら、半数が示説だったから、あと 6会場ふや

して12会場用意する必要がある。すごい会場

数になりますよ。

永橋 それだとあの通り（土佐堀通）の会場

だけではすみませんね。



久保田 示説の場合造作費は高くつくとは思

っていましたが、消耗品費があれだけかかる

とは思っていませんでした。壁さえ作ってお

いたらと。

金谷 あとの小道具は発表者が皆持ってくる

やろと。

中島甘い考えや。（笑）

川崎 なにしろ初めての試みだから発表者も

そこまでは考えないでしょう。

久保田 示説会場も、他の会場同様人があふ

れていたけれどその割りには、マンツーマン

で話をしていたりして、話し合いの場ができ

ていたので、よかったなあと思いました。ど

この報道だったか、テレビカメラが入って来

まして、示説の場で、発表者が立って、それ

に対してこっちで質問しているという雰囲気

的なものを撮っていたみたいです。示説会場

では平野さんたちにあとから感想を聞いても

らったんです。若い美男子をねらって回って

いたみたいでしたけれど。（笑）

平野 いえいえ。地方から来た人を中心に聞

いたんです。やはり、会場が狭いというのが

悪評でした。でも、評判は、概ねよくって、

発表者との意見交換ができてよかったし、各

会場が近いのもよかったということです。

勝田 私は、うち（大阪市）の保健所から発

表する人たちのお世話を少ししたんですが、

地元は示説をやろうということになって、清

水先生の説明会に参加してもらい、自分たち

で予演会をしたりして、一所懸命取り組んで

いました。後で発表者に聞いてみると、口演

とは、また違った緊張感があってなかなか好

評でしたよ。

中島 示説の発表者も 2時間のうち最低 1時

間はその場にいてほしいということでしたが。

久保田 たいていベターとはりついていた。

中島 それなら質問票はあまり使われてなか

った。

久保田 1、 2件しかなかったですね。また

席をはずせませんわ。あれだけ来てたら。一

人で質問者に囲まれたらかなわんからと思っ

て、共同で発表している人はお互い一緒にい

るでしょ。それでよけい人が集まっているよ

うになって、質問しているのは一人やけど、

答えてるのが仰山おるということに。（笑）

司会発表者が持って来た資料が切れてしま

って、後日郵送してもらうように参加者同士

で約束している姿も見受けられました。

久保田 それはいいことですね。示説のいい

ところは、そうして参加者同士のコミュニケ

ーションがとれるというか、知り合いになれ

るところでしょうね。予定の時間が過ぎても

場所を変えて議論をしている光景も見られま

したしね。

司会 示説会場でのトラブルや事故は。

久保田 発表する予定の人が来なくて、「都合

により発表中止」の紙を張ったのがありまし

た。それと、発表の時間帯の問題で‘、発表者

とのトラブルがあった。発表時間は 2時間と

説明しているのに、丸 1日張ってもらえると

思っていたり、そのままにして帰れるものと

思っていた人がかなりありました。

平野 実際、次の人が「時間がきているのに

前の分がまだある」と困っていましたし。発

表が終わったからといってもういらないとは

思わないでしょ、こっちとしては。一所懸命

研究した成果を勝手に捨ててもいいのか、と

か。本部のほうにそんな紙がかなりたまって

ましたね。しばらくおいてありましたけれど。

司会 本部の事務としてはどうでした。

久保田 大林ビルに詰めていましたが、大し

たトラブルはありませんでした。

分科会会場 ーロ演一

司会 それでは、口演に移りましょう。

金谷私は最初大変心細かったんです。うち

（東大阪市）が政令市になって次の年に当た

ったわけでしょ。それで何のことか分からん

まま府へ行かせてもらったり、一緒にお話し
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させてもらったりしていましたが。

会場長をしているときもまだ何のことか分

からんし、他の会場から離れているので心細

いし。終わってみて初めて「ああ、こんなん

やったんやなあ」と思ったわけです。

うちの会場は、 ミドリ十字の庶務係長さん

に大変お世話になったこと、また、総会の前

々日には近大の大国先生にも来ていただいて、

「こうやってしましょう」とかアドバイスし

てもらって、セッティングしたのを覚えてい

ます。

永橋 ぼくは、それが一番うらやましかった。

労働センターの場合は、当日朝一番で入ろう

と思ったら、まだ閉まってるんです。そうし

たら客も一緒に来て並んでるんです。前日か

ら押さえたかったけど経黄の節約もしたいし

゜
久保田 近畿の学会のときは、音響設備も会

場にあるものは借りてやったんです。そうす

るとこっちから借りに行かんとだめだし、音

が出なかったりで失敗したんです。それで、

今回は一切施設のものを使わず全てコンベン

ションを通してやってもらったんです。

中島 あれは成功でしたね。結構手際よくセ

ットしてくれましたからね。

金谷 ぼくらはそんなに音響設備にくわしく

ないからね。コンベンションのお嬢さんが結

構まめに動いてくれて。

司会 各会場とも進行はスムーズに行きまし

たか。

金谷 うちはスムーズに行きました。

永橋 あれは川崎さんのところですよ。

川崎 一件発表でややこしいのがあって。 6

分の発表時間の後、会場からの発言者もあり

長くなりました。座長の先生は時計を見なが

ら「もうぼちぼち。もうぼちぼち」、発表者や

会場の発言者は「いや、この一言は言うてお

かんと」（笑）結局30分以上になりました。

発表時間は 6分間ということでしたが、話

し慣れた人は時間を気にせずにしゃべりはる。
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原稿を棒読みする人だったら 6分きっちりで

終わるでしょうけど。それで、時間が来たら

ランプをつけますからといっていたでしょ。

私はまた、大きな球で、会場からでもよく分

かるようにつくのかなと思ってたんですが、

えらく小さな球で。ついても分かるのかなと

思いましたね。

永橋 考えてみたら、学会で発表するような

内容といったら、一月や二月でできあがるも

のではなくて、何年もの課程を経て結論を出

すようなものでしょ。それを「 6、 7分で話

をしろ」というのも酷なはなしですわ。

川崎 持って来た原稿は最後まで読まんとい

かんからいうて、ランプがついているのに、

なんやかんや言うて必死に読みはる。笑）

また、会場に人があふれたので、中断して

ィスをどんどん運びこんだりもしました。

金谷 うちは初日にイス、机を薬務課長さん

にお願いしてバーと運びこみました。ロビー

の長イスもみんな入れて座ってもらった。あ

のときはミドリ十字の庶務課長さんや府と 3

政令市の応援の人が一所懸命やってくれはっ

た。あの満員の状況を見てもお客さんが帰り

はれへん。しかたがないので「示説会場もあ

ります」という看板をだしたけれど、うれし

い悲鳴でしたね。会場長やってて閑古鳥が鳴

くようでば情けないし、実行委員の先生にも

気をつかいますよ。

司会 ミニシンポをした会場はどうでしたか。

永橋 ミニシンポで困ったのは、前に机とイ

スを渥いて10人シンポジストを座らせてくれ

といわれたんです。ところが会場が固定席で

ね。前が非常に狭いんですよ。どうにかむり

やり 10席作ったんですが、時間になっても来

ない人がおりまして、 ミニシンポで全員そろ

ってなかったら形にならないでしょ。来てな

いものはしかたがないので、そのままでやっ

ていたのですが、そのうちになんとか来てい

ただきましたけれど。

司会 受付の方はうまくいきましたか。



中島 ごたごたするかなあと思ってましたが、

うちは抄録集を販売してなかった関係でそう

でもなかったです。

永橋 中山さんのところはよく「抄録が切れ

た切れた」言うて来てその都度うちから持っ

て行きました。資料を入れる封筒が早いこと

切れてしまって、「大阪は封筒もくれへん。ヶ

チや」と言われました。（笑）当日は2000人＜

らいだろうということで、それくらいしか用

意していなかったんですが、 2500人くらい来

たのでオーバーしたんです。

司会 会場でけが人や病人なんかは。

金谷 うちの会場では女性が二人気分が悪く

なって。会場についていてくれた救護班の保

健婦さんが看てくれました。

久保田 大阪市の保健婦さんだったと思いま

すが、あとで礼状が来ていましたね。

金谷 皆さん電車にゆられて地方から出て来

てはるでしょ。それに、会場がちょうど一杯

になった時でしたので。

中島 日経今橋ビルは順路の関係で危ないな

と心配してたんです。信号をあっち渡って、

こっち渡ってでしょ。ビルの前には信号もな

いし、その割りに交通量が多いから。地方の

人は危ないのとちがうかなと。

久保田 うちは、「靴ずれしてばんそうこうな

いか」と言うてきたくらいで。

永橋 地方の人といえば、親から「うちの娘

が行きますのでよろしく」て言うてきたのが

ありました。

川崎 「うちの子が発表しますんでただで入

ってよろしいか」いうのもありました。

中島 息子の晴姿を見たいということか。笑）

司会 比較的やりやすかったのはどの会場で

したか。やはり、労働センターでしょうかね。

久保田 あそこは広いし、バタバタする必要

がないし。

永橋 一番安定していたのはうちですわ。最

初に座長の先生が皆来てますかと確認して、

あとは先生方が皆やってくれはったんで、無

線で各会場との連絡役をやっていました。

金谷 無線連絡といえば、音が大きいので会

場のじゃまになってはと思い、ボリュームを

絞っていたら「呼んでるのに」と後でえらい

おこられました。

久保田 無線はよかったですね。各会場の入

り具合も連絡とれたし、抄録の足りない会場

にもすぐに持って行けたし。

金谷 大阪が最初だったんですか。

永橋 あれは、前回の横浜の時に学会本部が

無線を置いて各会場と連絡をとっていたんで

す。

司会 使える半径はどれくらいですか。

永橋 親機だったらかなり飛びますよ。

金谷 よくタクシー無線が入っていましたね。

司会 今年の富山は会場の距離が離れている

のでよけい無線が重宝になるでしょうね。

司会 当日座長が変わったところが2ヵ所ほ

どありましたね。

中島座長に怒られた会場長もおった。笑）

私が一番心配したのは、座長に穴が開かない

かということで、その場合は、実行委員の先

生にやっていただかないといかんやろうとい

うことで、先生方にはある程度会場全体が目

に入る所にいてもらわないとあかんし……。

久保田 発表される人に知っておいてもらい

たいのは、座長の先生方は、皆さん全国から

手弁当で来ていただいている、ということで

す。準備の段階で事務局としては、来ていた

だく座長の先生の旅費くらいは出さなあかん

ものかと思っていたのですが、あちらから、

「いやいや、それは結構ですよ」と皆さん言

って下さった。学会で座長をすることが一つ

の名誉だと考えていらっしゃるからでしょう

ね。ですから勉強もされ、それなりの気構え

でいらっしゃる。そのへんのことは恐らく発

表者はご存じないでしょう。ですから発表す

る方もそれなりの気構えで参加して欲しいで

すね。

司会 皆さん会場長として、他の会場も見て
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回られましたか。

久保田 私は、よう行かずでした。

永橋 労働センターと大林ビルは回ったけど、

日経には行けなかった。

金谷 私は行けませんでしたが、大阪公衆衛

生協会の八木先生や近大の清水先生が各会場

回ってくださった。

永橋 阪大の朝倉先生も回っておられた。

自由集会について

司会 自由集会があとで開かれたところがあ

りましたね。

中島 ごたごたというほどのことはなかった

んですが、マイク設備なんかをそのまま使わ

せてくれという話になって、 「ごちゃごちゃ

さわられるのは困りますねん」と言っても、

「まあそう言わんと。あとちゃんとしとくか

ら」と言われて。

永橋 あの自由集会というのはあまりマナー

がよくないですな。

中島 自由集会を分科会の会場とセットにす

るのは、経費の節約にもなって、いいと思い

ますが、なかなか難しいですね。

久保田 本当は、自由集会を学会と切り離し

て、会場料も向こう持ちで、 「自分たちの好

きな所でやってください」という具合にした

かったんです。ところが自由集会が開かれだ

したのが、前回の大阪の学会なんです。そう

いう経過があり、切ることができなかった。

川崎 責任者がきっちりしてもらったら、別

にどういうことはないんですが。

中島 次の日に、また分科会の会場として使

うのに、あっちこっちの配線をいじられて、

朝来てみたらマイクがつうじないというんで‘

はこっちも困るので、気をつかいました。

久保田 そのへんのことがあって、富山にし

ろ、宮城にしろ、自由集会は勝手にされるか

っこうにして、募集要綱から削ってもいいと

思います。
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学会総会を終えて

司会 学会終了後の後始末なんかは。

金谷終わったときは、手際よくいきました

ね。

久保田 レンタカーを借りて、荷物を運び出

しましたね。

永橋 常時レンタカーを借りておくべきでし

たね。足を確保するということで。

司会 一応ー通り、順を追って話を進めて来

ましたが、何か学会に関与しての感想なりを。

久保田 大阪でやって、成功したのは、行政

関係から手を離さないかんといってても、最

終的にはやっぱり行政におんぶしたでしょう。

しかも、当日の受付やらの応援を全部お願い

した。各行政の保健所の人とかに。延べで、

200人近い人になりましたね。学会に来られ

た各府県の部長さんのお話を伺っても、 「こ

れだけの職員を動員できるのは、大阪くらい

でしょうな」とおっしゃっていた。

中島 もし、受付から何からコンベンション

に頼んでいたら、あれだけの対応は無理だっ

たでしょうね。ちょっとしたことでも聞いて

こられるから。

久保田 職員の皆さんが、我々の学会だから

という気持ちで、積極的に応援して下さいま

したから助かりました。経費的にも安あがり

でいけたし。

永橋 昼食代の 500円だけでしたからね。

中山 終わってみての感想ですが、最初に久

保田係長も言っておられたように、公衆衛生

を実際やっているのはほとんどが行政で、そ

ういう意味において、公衆衛生学会も行政主

導でやらざるをえなかった。しかも、参加者

の80~90%が行政サイドの人間で、あとは学

者の先生方がちょこっといらっしゃるくらい

だし。ですから、実際に発表する内容といえ

ば、 「保健所でこんなことをしました。そし

て、結果はこうでした」というのがほとんど



でした。地域組織の人が出て来ることはほと

んどない。本来なら、公衆衛生学会は行政の

保健所などの発表プラス地域組織活動でこん

なことがあったとかいうように、地域組織の

活動の場をいかに提供していくかというのが

筋だと思います。発表するためには学会員に

ならなければならない。 5,000円出さなあか

ん。しかも演題出すのに12,000円もいる。結

局行政サイドの人しか参加できないというと

ころに問題があるのかも知れません。

川崎 うちの場合、学会総会の付随行事であ

る全国政令市衛生部局長会総会の開催当番市

としてその準備に追われていたということも

あり、演題申し込みが来て、抄録集を発送し

て、という準備段階では、あまり係わり合い

がなかったし、学会の雰囲気もよく分からな

かったんですが、 9月の中ごろに会場長にき

まって、 「アー。これはいかん」と弱ってま

した。しかし、それから学会との係わりがよ

けい深くなったということもいえます。

永橋 5分いらんかったね。会場長決めたの。

中島 独断と偏見で決まってしまった。

永橋 しかし、会場長を決めたことによって、

実行委員の先生方も安心された面もある。

久保田 何から何まで実行委員がせなあかん

のか、と思っていらしたでしょうから。

中島 これを機に大阪公衆衛生協会のメンバ

ーを再認識してもらったんではないでしょう

か。

永橋 実際終わってみて、 「学会とは何ぞや

というのがやっと分かった。やるまで一つも

分からなかった。 「学会て何をするんや」と。

横浜で見てたけど、なんや人が集まってわっ

ちゃわっちゃやってるだけで、 「これどうや

ってまとめるんかなあ」と思ってた。金谷さ

んが、「初めてや初めてや」言うてはるけど全く

同じ心境でした。終わって初めて「ああ。こ

れが学会やったんやなあ」と分かりましたね。

司会皆さん、本日は長時間にわたりありが

とうございました。 （昭和60年7月15日）
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